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令和6年度後期政務調査研究報告

西森 六三

長谷部春生

後期 視察一覧

月 日 場 所 視察内容

11月6日 愛媛県
今治市

今治市役所
しまなみ海道

「地域資源を活用した観光推
進」について

11月7日 愛媛県
松山市

松山市役所
松山市街地

「みんなで歩いて暮らせるま
ちづくり」について
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しまなみ海道：サイクリストの聖地

広島県尾道市と愛媛県今治市を結
ぶ全長約70㎞のサイクルロード
2019年ナショナルサイクルルート
の指定を受ける
年間32万人を超えるサイクリスト
が来訪

一般社団法人しまなみジャパン：2017年3月に地域DMOとして設立

マーケティング
プロモーション事業 イベント事業レンタルサイクル事業

10箇所のサイクル
ターミナルを運営

自主財源

スマートフォン比率

97%

マイバイク ：レンタルバイク

60 ： 40
レンタル台数

127,458台
尾 道 ： 今 治

58  :  42
今治利用実績

53,462台

外国人レンタルサイクル利用

29,678人

関東地方 29.3％
海 外 23.3％
近畿地方 20.3％
中国地方 8.1％
四国地方 7.8%

地域別割合

アメリカ 13.4％
オーストラリア 9.2％
フランス 8.7％
イギリス 8.5％
ドイツ 8.3％

海外国別割合
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サイクルステーションにてレンタルサイクル

初心者向け来島海峡大橋コース（片道6キロ）

クロスバイク・シティーサイクル：3.000円(税込)
電動アシスト付き自転車：4.000円(税込)
E-bike：8.000円(税込)
タンデム自転車：4.000円(税込)

⓵サンライズ糸山⇔⓶道の駅よしうみいきいき館

実際に体験試乗してみました
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愛媛県松山市について

・「松山城」を中心とした城下町
・3,000年の歴史を誇る「道後温泉」
・正岡子規に代表されることば文化

歴史、風土、文化を次の世代へ

なぜ歩いて暮らせるまちづくりなのか？

課題の抽出

現状の認識

これまでと異なるまちづくりへ

中心市街地の機能低下
ライフスタイルの多様化

都市機能の強化
少子高齢社会への対応



6

歩いて暮らせるまち松山

歩いて暮らせるまちづくりの効果

地価の上昇

歩行者数の増加

ロープウェー街 花園町通り
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事業実施に向けての取組事例

合意形成に向けて

整備後の取組

表彰

道路空間の再分配はライフスタイルに定着しているため、丁寧な説明と対話が必要。
そのために、公民学連携による社会実験、CG・模型の作成、ワークショップ、関係者との懇談会等
目指すまちづくりの見える化と理解・機運醸成が有効。

歩行者数の増加や地価の上昇と行った効果を「見える化」
地域住民が空間活用（マルシェなどのイベント）のためのソフト面の支援。
→活用しやすいインフラ設備の整備が必須。

全国街路事業コンクールで最高位の国土交通大臣賞の受賞により、シビックプライド醸成。
さらに、その他の整備事業に波及効果があり、新たな成功事例の創出につながる。
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ご清聴ありがとうございました


